
（別記） 

令和４年度十日町市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題  

 当地域は生産性の低い中山間地を多く抱え、年間の３分の１以上が降雪期で、冬期の

平均積雪深は２ｍを越える全国有数の豪雪地帯である。 

 また、圃場整備が困難な中山間地域が多いことから、市内全域の 30a区画の圃場整備

率は 50％程度にとどまっており、担い手への農地集積が進まず整備が必要である。 

 加えて、平坦地域では法人等担い手による農地集積が一定程度進んでいるが、山間地

域は高齢化率が 50％を超え、耕作放棄地拡大も懸念されている。 

 当地域では、魚沼コシヒカリの生産が生活基盤を支えてきたが、主食用米の需要減に

伴い、食味・品質の確保と併せ、多様なニーズに応じた品揃えが必要になっている。ま

た、転作作物として主にそば・大豆を推進したが、需要に応じきれていない。 

 

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力 
強化に向けた産地としての取組方針・目標 

 当地域では、大規模農家や農業法人等の担い手だけではなく、兼業農家や高齢農家な

ど多様な経営主体が存在している。認定農業者や集落営農組織など地域の農業を支える

担い手への集積、集約化を推進するとともに、多様な担い手の育成、確保を図る。 

 また、中山間地を多く含む当地域の実情に合わせた作物の選択をする必要があり、新

潟県園芸振興基本戦略において、産地化を推進しているかぼちゃ、ねぎ、ユリ・切り花、

えだまめのブランド化や高付加価値化に向けた取り組みを進めていく。 

 

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標  

 認定農業者を中心とした地域農業の担い手に農地を集積・集約し、地域に適合した営

農体制を確立する。 

 水田台帳等を活用しながら水田の利用状況を点検し、今後の水稲作付意向の確認を行

ったうえで、地域の実情に合わせて畑地化支援を含め検討していく。また、畑作物を作

付ける担い手に対して、湿害対策としてブロックローテーションを推進する。 

 

４ 作物ごとの取組方針等  

 地域ごとの適地適作を基本とし、産地交付金を有効に活用しながら、作物生産の維持・

拡大を図る。 

 

（１）主食用米 

 需要に応じた生産・販売体制により、水田をフル活用した「十日町産魚沼コシヒカリ」

のブランド強化と高付加価値生産を図る。また、コシヒカリ偏重を見直し実需と結びつ

いた業務用米等の生産により安定的な産地形成を推進する。 

 

（２）備蓄米 

 需要減少や供給過多による米価下落を防ぐ必要があることから、作況と価格の状況に

応じて推進を図る。 

 



（３）非主食用米 

 

  ア 飼料用米 

 水田フル活用や経営の安定化を図るため、生産拡大や多収品種の導入による生産コ

ストの低減と複数年契約を推進し、所得向上を図る。 

 

  イ 米粉用米 

 実需者とのマッチングや複数年契約による安定的な供給体制を推進する。 

 

  ウ 新市場開拓用米 

 新潟県産の需要拡大に向け、実需者とのマッチングや作付転換支援の活用による安

定的な供給体制を推進する。 

 

  エ WCS用稲 

 市内需要に基づき、実需者とのマッチングによる供給体制を推進する。 

 

  オ 加工用米 

 新潟県産の需要拡大に向け、複数年契約の取組を進め、実需者とのマッチングによ

り安定的な供給体制を推進する。 

 

（４）麦、大豆、飼料作物 

 大豆については、戦略作物助成及び産地交付金を活用し、面積拡大や排水対策の取

組を推進することで、収量・品質の安定化を図る。 

 麦、飼料作物については、取組なし。 

 

（５）そば、なたね 

 当地域の重要品目のそばについては、市内需要に基づき生産量拡大を図る。また、

面積拡大や排水対策の取組みにより、収量の安定化を推進する。 

 なたねについては、取組なし。 

 

（６）地力増進作物 

 現状取り組んでいないが、必要に応じて推進を図る。 

 

（７）高収益作物 

 コシヒカリ偏重からの脱却と生産者の所得向上のため、ＪＡが推進する園芸作物の

導入・定着を推進する。特に産地化を推進しているかぼちゃ、ねぎ、ユリ、小菊の生

産拡大を図る。 

 
 

  



５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

3,898.23 0.00 3,850.00 0.00 3,800.00 0.00

7.69 0.00 0.00 0.00 30.00 0.00

44.60 0.00 44.79 0.00 70.00 0.00

4.23 0.00 6.93 0.00 9.63 0.00

23.33 0.00 1.00 0.00 1.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

70.33 0.00 69.41 0.00 73.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

1.98 0.00 2.18 0.00 2.38 0.00

0.00 0.00 2.44 0.00 0.00 0.00

・子実用とうもろこし 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

80.70 2.63 83.70 3.00 86.70 3.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

22.16 0.25 33.20 0.25 33.20 0.25

・野菜 13.84 0.25 21.00 0.25 21.00 0.25

・花き・花木 1.36 0.00 2.20 0.00 2.20 0.00

・果樹 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

・その他の高収益作物 6.96 0.00 10.00 0.00 10.00 0.00

- - - - - -

- - - - - -

その他

畑地化

大豆

飼料作物

そば

なたね

地力増進作物

高収益作物

麦

作物等
前年度作付面積等

当年度の
作付予定面積等

令和５年度の
作付目標面積等

主食用米

備蓄米

飼料用米

米粉用米

新市場開拓用米

WCS用稲

加工用米



６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

1 そば 収量向上支援
作付面積

10a当り収穫量

（令和３年度）
面積：80.70ha
単収：46㎏/10a

（令和５年度）
面積：86.70ha
単収：50㎏/10a

2 そば 新規拡大支援 作付面積（新規分）
（令和３年度）
面積：3.03ha

（令和５年度）
面積：3.00ha

3 大豆 収量向上支援
作付面積

10a当り収穫量

（令和３年度）
面積：1.98ha
単収：190㎏/10a

（令和５年度）
面積：2.38ha
単収：175㎏/10a

4 大豆 新規拡大支援 作付面積（新規分）
（令和３年度）
面積：0.13ha

（令和５年度）
面積：0.20ha

5 米粉用米・飼料用米 複数年契約支援
複数年契約取組面積

・数量

（令和３年度）
米粉用米：0.85ha・
4,320kg
飼料用米：
33.22ha・168.372kg

（令和５年度）
米粉用米：1.00ha・
5,080kg
飼料用米：
33.22ha・168.757kg

6
米粉用米・飼料用米・

新市場開拓用米
作付転換支援

作付面積
(拡大農家分）

（令和３年度）
米粉用米：2.61ha
飼料用米：12.23ha
新市場開拓用米：
13.30ha

（令和５年度）
米粉用米：1.14ha
飼料用米：10.00ha
新市場開拓用米：
0.10ha

7 米粉用米 地域内流通支援
市内実需者への出荷

面積
（令和３年度）
米粉用米：2.96ha

（令和５年度）
米粉用米：1.14ha

8 高収益作物 高収益作物支援 作付面積
（令和３年度）
面積：22.16ha

（令和５年度）
面積：33.20ha

9 そば 二毛作支援 作付面積
（令和３年度）
面積：2.63ha

（令和５年度）
面積：3.00ha

整理
番号

対象作物 使途名 目標


